
 

 

 

【報道関係各位】                                               2015年11月12日 

 

豊島区の「帰宅困難者対策の連携協力」に積極的に参加 
目白駅周辺の教育機関として初めての協定締結 

区と共に危機管理対策強化へ 

 

学校法人学習院では、豊島区と「帰宅困難者対策の連携協力に関する協定」を締結するために、2015年11月
12日（木）、豊島区役所において調印を行いました。なお、本調印により目白駅周辺の教育機関として初めての
協定締結となりました。 
 
この調印は、下記の通りです。 
場所： 豊島区役所区長応接室 
日時： 2015年11月12日(木) 9:15-9:45 
調印者：豊島区／ 豊島区長（高野 之夫 氏）、副区長、総務部長 
 学習院／常務理事（耀 英一）、事務局長、総務部長、施設部長、その他 

 

 

 

 

 

 

 

                                  
 
 
 
 
        
 
 
 
 
この「帰宅困難者対策連携協力に関する協定」の内容は、 
① 帰宅困難者の一時滞在施設（又は一時待機場所）の提供・運営 
② 活動拠点運営スタッフなどのマンパワーの提供 
③ 水や食料、毛布等の物資の提供 
④ 活動拠点用資機材や物資を備蓄しておくための倉庫や場所等の提供 
⑤ 災害時要援護者の受入れなど 
以上から、協力項目を選択して締結しました。 
※協定内容の詳細は災害時の混乱を避けるため、原則非公開となります。 

 
豊島区では、2011 年の東日本大震災では、円滑な初動態勢が取れなかったことを教訓として、具体的な行動計
画の策定が求められ、翌年3月に豊島区帰宅困難者対策計画を策定しました。 
そして 2013 年には、区と事業所等との間で、帰宅困難者に対する連携協力に関する協定を締結し、区と事業所
等との連携による帰宅困難者対策の推進を発展させました。（2015年10月現在、21事業所等を締結） 
 
学校法人学習院では、今回の「帰宅困難者対策」はもちろん、社会全体の取組みが必要とされている「危機管理対
策」に関して、今後も積極的に参加する方針です。 

【報道関係者からの問い合せ先】 
 

学校法人学習院 総合企画部広報課 
担当：円谷・松井・久保 

TEL:03-5992-1008 FAX:03-5992-9238 

※当リリースは、豊島区広報からも関連メディアに配布しています。 

向かって左：学習院常務理事 耀 英一 右：豊島区長 高野 之夫氏 


